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就職活動経験から得られた気づきについての事例的検討 

A Case Study of Awareness through Employment-seeking Activities 
 

森本 康太郎 
Kotaro Morimoto 

 

 

Employing intertemporal interviews at employment-seeking activities’ beginning and height, this case study explored 
descriptively how a university student thought and acquired awareness during the said activities. Analysis of the 
description indicated that (a) the student acquired a view of medium- and long-term career development as he became 
more experienced in employment-seeking activities and that (b) he could accept himself realistically and accurately 
through introspection enabling deeper self-understanding. These indicators suggested that the student changed by 
reframing his past, present, and future self during the process of career decision-making. 
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1. 問題と目的 
 
大学生にとっての就職は，重要なライフイベントであ

る．これを成功させるために必要となる就職活動には，

実際に就職先を確保するという現実的な課題の達成と，

就職活動の経験によって自己の発達課題を達成するとい

う二つの側面がある．後者については先行研究によって，

就職活動が自己成長につながるという知見が示されてき

た．例えば，浦上[1]は，就職活動によって女子短大生の自

己成長力が高まることを明らかにし，小島[2]は，就職活動

の経験によって学生の能力向上などの肯定的変化が見ら

れることを指摘している．これらは，就職活動の経験が

学生にとって好ましい変化をもたらすことを示してい

る．一方で，就職活動中における変化がどのようなもの

であるかについての知見は，さほど多くない現状にある． 
例えば，髙橋・岡田[3]は，就職活動による自己成長感の

検討に際し，就職活動による変化を概念化しているが，

ここでは，就職活動を経験して就職した新入社員に対す

るインタビューによってデータが収集されている．また，

西田・種市[4]は，大学生の進路決定を時間的な幅を持った

プロセスとして捉えるために，就職活動開始時，活動中，

終了時の 3 時点における就職活動時の考えや感情をイン

タビューしているが，ここでは一度の調査で 3 時点のこ

とを回顧的に聴きとっている．就職活動において，個人

の中でどのような変化が起こっているのかについての知

見は，就職に関する目前の問題だけでなく，人生全体を

視野に入れた進路指導の実践を支えるために重要である
[5]．この指摘を踏まえれば，就職活動を経験する個人の中

でどのような変化が生じたのかを，より詳細に明らかに

する必要があるといえる．そのためには，上記のような

検討に加えて，リアルタイムで就職活動を経験している

学生に対し，時間的変化を考慮した異なる時点でのデー

タによる検討も必要であるといえよう． 
そこで本研究では，就職活動中に学生がどのようなこ

とを考え，気づいたのかについて，就職活動を本格化さ

せた時期である 3 年次生 1 月時点と，就職活動が進行し

て内定を獲得している時期である 4 年次生 5 月時点の 2
時点から，事例紹介として記述的に検討することを目的

とする． 
 

2. 方法 
 

2.1 調査協力者 
就職活動を経験したA大学の社会科学系学部に所属す

る学生 1 名を調査協力者とした．調査協力者は，就職活

動に継続して取り組み，進路就職を決定できた大学生で

あった．紆余曲折ありながらも活動を止めずに続けたこ

とがわかっていれば，その経験を通じて得られた変化や

成長を把握することができる．その中から学生の成長し

た側面を抽出することで，単なる就職先確保にとどまら

ず，学生自身の成長を促すための職業指導やキャリア支

援に役立つ示唆を得られると考えた． 
 
2.2 調査時期 

2021 年 1 月と 2021 年 5 月の 2 時点． 
 
2.3 データ収集の手順 

事前に準備したインタビューガイド（表 1）に基づい

た半構造化インタビューを実施した．インタビューはウ

ェブ会議システムを利用して行われ，1 回目は 44 分間， 
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2 回目は 53 分間であった．インタビュー内容は録音さ

れ，発語内容は逐語録として作成された． 
 
2.4 データ分析の手順 
インタビューによって得られたデータは，大谷[6] [7]に

よって開発された Steps for Coding and Theorization（以下，

SCAT）によって質的に分析された．SCAT とは，マトリ

クスの中にセグメント化したデータを記述して 4 つのス

テップを踏んでコーディングを行い，そのコーディング

から得られたテーマ・構成概念を紡いでストーリーライ

ンを記述し，そこから理論を記述する手続きからなる分

析手法である[7]．SCAT は，①一つだけのケースのデータ

など比較的小さな質的データの分析にも有効である，②

明示的で定式的な手続きである，③分析過程の振り返り

や再検討が可能であるため，分析の妥当性や反証可能性

が高められる，といった特徴を有する[6] [7]． 
 
2.5 倫理的配慮 
本研究は，関西大学大学院心理学研究科研究・教育倫

理委員会による審査を受け，プライバシーの保護や機密

性の保持のもと調査協力者の同意を得た調査として承認

されている（承認番号第 162 号）． 
 
3. 結果 
  
得られたインタビューデータの中で「就職活動をして

気づいたこと」を示す箇所に着目し，SCAT による分析を

行った。分析の過程を表 2，3-1，3-2 に示す。 
 次に，分析から得られたテーマ・構成概念からカテゴ

リーを抽出した．浦上[5]では，20 歳代から 30 歳代の就職

活動経験者による自由記述から，「就職活動をして気付い

たこと」に関する内容分析を行った結果，「就職活動につ

いて」，「会社について」，「自分自身について」，および「そ

の他」の 4 カテゴリーが抽出されている．本研究ではこ

れを参照し，「就職活動について」，「業界について」，「自

分自身について」の 3 カテゴリーを構成した．さらに，

浦上[5]では「就職活動について」は，「安易な活動」と「活

動の方法」の 2 つの下位カテゴリー，「自分自身について」

は，「自分への教訓」と「自己分析・理解」の 2 つの下位

カテゴリーを含む．これを参照し本研究では，「就職活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
について」は，「目指したいあり方」と「活動の方法」，

「自分自身について」は，「自分への教訓」と「自己分析・

理解」の 2 つの下位カテゴリーをそれぞれ抽出した． 
 続いて，ストーリーラインを示す．ストーリーライン

とは，データに記述されている出来事に潜在する意味や

意義を，主に＜4＞に記述したテーマ・構成概念を紡ぎ

合わせて書き表したものを指す[6] [7]．以下に，カテゴリ

ーごとのストーリーラインを記す．下線部は，SCAT で

記述された＜4＞テーマ・構成概念を示す． 
 
3.1 1 回目インタビューデータのストーリーライン 

「就職活動について」を構成するサブカテゴリーのう

ち，「目指したいあり方」のストーリーラインは，「満足

して働ける就職を目指すには，就活の中間点としての内

定獲得を実現する一方で，価値観と合う就職を追求する

ことが必要．実際には，就活の偶然的進行を経験しなが

ら，早い内定獲得に執着しない姿勢を持ち，自分として

できる最善に取り組むことが大事になる．また，内定を

獲得した際，その企業の業界内での順位を考慮して，よ

り上位企業への志望意向を持つ場合は，志望度と企業順

位の一致を図ることになる」と紡いだ． 
 「就職活動について」のもう一つのサブカテゴリー「活

動の方法」のストーリーラインは，「自宅から参加可能に

なったオンライン化就活には距離によらない利点があり，

実地での従来型就活にはない新しい形式のメリット実感

を持つ学生がいる．具体的な選考では，足きりにあわな

いための対策に加えて，印象のよい会話スキルを磨くた

めに，うまく話すためのスキル不足を克服するための実

践を通じた練習が必要だと感じる」と紡いだ． 
「業界について」のストーリーラインは，「食関連業界

を志望する理由は，食事と健やかな生活はふだんの笑顔

に結びつくため，人の笑顔をつくる仕事は人の幸せに直

結すると考えているからである．食べ物を大事に扱う姿

勢から食品ロス問題への強い関心が高まり，それが食品

廃棄の解決への興味を高めた」と紡いだ． 
 
3.2 2 回目インタビューデータのストーリーライン 

「就職活動について」を構成するサブカテゴリーのう

ち，「目指したいあり方」のストーリーラインは，「企業

研究など職業理解が進むと，職業人としての自己像が明

表 1　インタビューガイド

1. 調査協力者に関する基礎情報

（年齢，学部・専攻，出身，居住形態，サークル活動，アルバイト等）

2．就職活動に関する基礎情報

（説明会参加社数，エントリー社数，面接を受けた社数，内々定を得た社数等）

3．就職活動に関する考えや感情

（就職活動のイメージ，具体的な活動内容，志望業種・企業の有無とその理由，
　活動開始後考えたことや感じたこと，エントリーした業種・企業の有無とその理由，
　選考が進んでいる時の気持ち）
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確化し，仕事の中で自分がどのようにやりがいの希求を

しているかが分かる．その一方で，転職の一般化が進ん

でいても初職の重みの認識は変わらず，自分と就職先の

価値観の合わなさが生むストレスを回避するためには，

自分の持つ価値観の確認が重要といえる．その結果とし

て，必要な人材として受け入れられる就職が実現するこ

とを希望する」と紡いだ． 
「就職活動について」のもう一つのサブカテゴリー「活

動の方法」のストーリーラインは，「就活戦術としての内

定キープによって内定獲得がもたらすゆとりが生まれる

一方で，内定を一つ獲得した現状への満足感が招く達成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意欲の冷却が生じることから，内定を確保することの長

所と短所は一体であるといえる」と紡いだ． 
「業界について」のストーリーラインは，多忙サービ

ス業としての飲食業への就職を考える上では，アルバイ

トからは業界内部の実態が見えない不安や，社員の強い

労働負担強の印象がネックである．スーパー業界への就

職は，魅力ある食の仕事に就けるという良さの一方，大

事な食べ物を捨てる不合理な仕事という側面がある．ド

ラッグストア業界については実習としてのアルバイト経

験によって，慣れという経験値を上げることができたた

め，この業界への就職は現実的に捉えている」と紡いだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

番号 テクスト
<1>

テクスト中の
注目すべき語句

<2>
テクスト中の

語句の言いかえ

<3>
左を説明するような
テクスト外の概念

<4>
テーマ・構成概念

（前後や全体の文脈を考慮して）

1

僕の就活の軸は，人を笑顔にできる職業に就きた

いと考えていて，そのなかで，日常生活の中で笑

顔にしたいなって考えてて，食や健康に携われる

と，一番密接に人の笑顔につながるのかなと思っ

て，食の方で探そうと思ってます．

僕の就活の軸は，人を
笑顔にできる職業に就
きたいと考えていて／
日常生活の中で笑顔に
したい／食や健康／一
番密接に人の笑顔につ
ながる

第一志望は人を笑顔に
する職業／日常生活の
なかの笑顔／食べるこ
とや健康な生活／人の
笑顔に直結

人の幸福に貢献する職
業／笑顔の暮らし／健
やかな毎日／人の幸せ

人の笑顔をつくる仕事
／ふだんの笑顔／食事
と健やかな生活／人の
幸せに直結

2

僕はフードロスに関してすごく，食べ物自体に感

情移入しやすいというか．捨てるってことがすご

くいやなので．そこを減らすことに携われたらい

いなって思ってます．

フードロスに関してす

ごく，食べ物自体に感

情移入しやすい／捨て

るってことがすごくい

や／そこを減らすこと

に携われたらいい

フードロスへの強い思
い入れ／食べ物を捨て
ることへの嫌悪感／食
品廃棄を減らす

食品廃棄への違和感／
食べ物を粗末にしない
／食品廃棄問題の解決

食品ロス問題への強い
関心／食べ物を大事に
扱う姿勢／食品廃棄の
解決

3

理想はいまの自分の軸に沿った企業から内定をも

らうことがいいことなのかなって思うんですけ

ど．でも，就活は内定もらうことがゴールじゃな

くて，そのあとも満足して働ける環境であること

も大事だと考えています．

自分の軸に沿った企業
から内定をもらう／就
活は内定もらうことが
ゴールじゃなくて／そ
のあとも満足して働け
る環境であることも大
事

自分の軸に沿う企業か
らの内定獲得／内定獲
得そのものがゴールで
はない／内定後満足し
て働けるかが重要

自分の方向性と合致し
た就職／中間地点とし
ての内定／実際の就職
先としての満足

価値観と合う就職／就
活の中間点としての内
定獲得／満足して働け
る就職

4

オンラインで家からインターンや説明会に出るの

は，交通費もかかりませんし，全国から集まれる

という，すごくいいことだなと思える半面，去年

までの人たちが全部自分たちの足で経験していた

ことを考えると，すごいことだなと．それででき

たかなと，不安もあります．

オンラインで家からイ

ンターンや説明会に出

るのは，交通費もかか

りませんし，全国から

集まれるという，すご

くいいこと／去年まで

の人たちが全部自分た

ちの足で経験していた

／それでできたかな

と，不安もあります

オンライン化されたイ
ンターンシップや説明
会では交通費が不要／
全国から参加可能な良
さ／去年まではすべて
対面で経験／同じ方式
では取り組めなかった
かも知れない

オンライン化による就
活環境の変化／選考へ
のアクセス向上／実地
対面による選考／現状
への安堵

自宅から参加可能に
なったオンライン化就
活／距離によらない利
点／実地での従来型就
活／新しい形式のメ
リット実感

5

そうですね．早く内内定をもらったからいいとい

うことでもないと思うので．企業さんとの縁もあ

りますし．運のところも考えると，確率的にはそ

れくらいになっちゃうのかなと．限りなく確率を

あげるために，自分ができることを精一杯やって

いこうと考えています．

早く内内定をもらった

からいいということで

もない／企業さんとの

縁／運のところも考え

る／限りなく確率をあ

げるために，自分がで

きることを精一杯やっ

ていこう

早い内定獲得がいいわ
けではない／企業との
めぐり合い／運次第の
面／希望が叶うよう最
善を尽くす

内定獲得至上主義への
反発／偶発性／予期せ
ぬできごと／現実への
正対

早い内定獲得に執着し
ない姿勢／就活の偶然
的進行／自分としてで
きる最善

6

もしそこが最終選考受かった押しても，第一志望

ではないので．もう少し他の，よりいい場所に行

けたらと思ってて，それも含めた30％になってい

ます．業界としては第一志望なんですけど，企業

で見た時に第一ではないので，もっと上の，自分

に合うところを見つけたいと．

もう少し他の，よりい

い場所に行けたら／業

界としては第一志望な

んですけど，企業で見

た時に第一ではない／

もっと上の，自分に合

うところを見つけたい

もっと上の志望企業／
志望業界内の第一志望
ではない企業／志望度
の高い企業を目指した
い

上昇志向／業界内のポ
ジション／企業ランク

上位企業への志望／業
界内での順位／志望度
と企業順位の一致

7

まず学力検査，SPIとか，そういうものは落とされ

ないように最低限の勉強をすること，を今してい

るのと．面接であったり，笑顔，人としゃべるの

が苦手なので，はきはきとしゃべることであった

りとか，考えをまとめるというのを，人と話す機

会を増やして，練習しようかなって考えていま

す．

学力検査，SPIとか，そ

ういうものは落とされ

ないように最低限の勉

強／人としゃべるのが

苦手なので，はきはき

としゃべること／考え

をまとめるというの

を，人と話す機会を増

やして，練習

学力検査への対策／苦
手な会話／明朗で簡潔
な話／人と話す練習

足きり対策／会話術／
プレゼンテーションス
キル／リハーサル

足きりにあわないため
の対策／うまく話すた
めのスキル不足／印象
のよい会話スキル／実
践を通じた練習

表 2　SCATによる1回目インタビューデータの分析
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番号 テクスト
<1>

テクスト中の
注目すべき語句

<2>
テクスト中の

語句の言いかえ

<3>
左を説明するような
テクスト外の概念

<4>
テーマ／構成概念

（前後や全体の文脈を考慮して）

1

いろいろ会社のことを調べたり，企業研究重ねる

上で，働くイメージが自分の中でパソコンカタカ

タとか，人の面会を通して人と会って，というの

は働くイメージとしてあったんですけど，それを

自分がするってなった時に，本当に楽しめるとい

うか，仕事の中でやりがいをどうやって見つける

のか，具体的にあまり見えてこなくて．企業さん

の質問回とか通しても．

働くイメージ
／仕事の中でやりがい
をどうやって見つける
のか

仕事をしている自己像
／やりがいの見つけ方

職業的自己概念／やり
がいの発見

職業人としての自己像
／やりがいの希求

2

だったら自分のアルバイトの経験であったり，社

員の方の働きぶりを見る限り，色んな人と日頃多

くの人とかかわっていく中で，何か人のために役

立っているなって実感できるような，接客業とい

うのが自分の中でやりがいを感じる部分につなが

るのかな，っていうのが就職活動のなかで感じた

部分なので．接客業を多く受けたんだと思いま

す．

自分のアルバイトの経

験

／社員の方の働きぶり

／何か人のために役

立っているなって実感

できる

／接客業というのが自

分の中でやりがいを感

じる部分

アルバイトによる職業
経験／社員の労働実態
／他者への貢献の実感
／接客を通じて感じる
やりがい

実習経験／ロールモデ
ルとしての社員／他者
有用感／直接的対人
サービス

就労体験としてのアル
バイト／勤労者ロール
モデルとしての社員／
人のためになっている
実感／直接の対人接遇

3

飲食業っていう独特の忙しさがあったり，苦労っ

ていうのも今までバイトでは経験してきてないん

で．そこにいきなり飛び込んで自分が活躍できる

かっていう，ちょっと不安に感じている部分で

あったりとか．友人に相談している部分で，飲食

のバイトしてた人たちが，やっぱり社員さんはし

んどそうというか．社員の苦労というのを噂で聞

くと，自分にできるのかなっていう不安があった

りとか．

飲食業っていう独特の

忙しさ／そこにいきな

り飛び込んで自分が活

躍できるか／不安に感

じている部分／社員さ

んはしんどそう

飲食業特有の多忙さ／
未経験業種に対する不
安／社員への負担

忙しいサービス業／見
えない業界内実／つら
そうな社員

多忙サービス業として
の飲食業／業界内部の
実態が見えない不安／
社員の強い労働負担強

4

スーパーも，食に関わるという部分ではすごく楽

しみにしてたんですけど，フードロスを目の当た

りにしたときに，自分の中でものすごくやるせな

さというか，しんどさというか．出来る限りなく

したいけど，営業利益あげるためには，品ぞろえ

を豊かにしないといけないとか．そういう部分

で，食品がもろに廃棄されるのを見て，自分の中

で続けられるのかなあとか．

食に関わるという部分

ではすごく楽しみ／

フードロスを目の当た

り／やるせなさ／しん

どさ／食品がもろに廃

棄される

食に関わる仕事の楽し
み／食品廃棄の直視／
どうしようもなくつら
い

食関連業界の魅力／目
の前の食品廃棄の矛盾
／耐えられなさ

魅力ある食の仕事／大
事な食べ物を捨てる不
合理な仕事

5

ドラッグストアだと，アルバイトでみてる部分，

自分ですごくイメージしやすいんで，ちょっとい

ま，ドラッグストアの方がいいのかなとか．慣れ

の部分であったりとか．イメージしやすい部分に

寄せちゃっているというか．そういう部分に重き

を置いちゃっている面があるというか．ちょっと

いまは，ドラッグストアのほうがいいかなと思っ

てます．

アルバイトでみてる部

分，自分ですごくイ

メージしやすい／慣れ

の部分

アルバイト経験による
実像理解／経験値

アルバイトによる実地
経験／場数を踏む

実習としてのアルバイ
ト／慣れという経験値

6

早いのがいいとは今でも思ってないんですけど，

一つあるのとないのとでは，心理的な余裕がかな

り違うなっていうのは，自分の就活スタイルで

あったり，友達の話を聞いたりして，ま，捉え方

も人それぞれだと思うんですけど，最悪行っても

いいかなっていう企業を一つ持っておくというの

は，就活をうまく進めるためには必要なのかなと

思いました．

一つあるのとないのと

では，心理的な余裕が

かなり違う／最悪行っ

てもいいかなっていう

企業／就活をうまく進

めるためには必要

内定獲得による気持ち
のゆとり／併願先とし
ての企業／就活を進め
る上の戦術

就活における内定獲得
の意味合い／内定キー
プ／就活戦術

内定獲得がもたらすゆ
とり／就活戦術として
の内定キープ

7

就活を通して自分を見つめ直すいいきっかけに

なったというか．いい面で．自分が何を基にして

行動して，何を逆にネガティブに考えてしまうの

かという，自分を見つめ直すきっかけになったと

感じていて．今まで働くことを通してとか，人生

観とか深く考えてこなかったんですけど．

自分を見つめ直すいい

きっかけ／自分が何を

基にして行動して／何

を逆にネガティブに考

えてしまうのか／今ま

で働くことを通してと

か，人生観とか深く考

えてこなかった

自己を見つめ直す機会
／行動の基準／ネガ
ティブ思考／生き方，
働き方の認識不足

内省の機会／価値観／
ネガティブな評価的認
知／勤労観を持つ必要
性

自己像を内省する好機
／行動を定める思考基
準／内省による勤労観
の深まり

8

転職ありきの時代になったんで，そこまで重いも

のでもないかもしれないんですけど，一つ目新卒

で入る会社はきちんと選ばないといけないし，自

分の考えと合ってなかったらしんどいんだなって

いう．先輩社員の方がそうおっしゃっていたん

で．そこで自分が何を考えているのかっていうの

を見つめ直して．

転職ありきの時代／一
つ目新卒で入る会社は
きちんと選ばないとい
けない／自分の考えと
合ってなかったらしん
どい／自分が何を考え
ているのかっていうの
を見つめ直して

転職が前提の時代／初
職選択の重要性／自分
と就職先との価値観の
食い違い／自分の価値
観の確認

一般化した転職／初め
て就く仕事の影響力／
価値観のギャップ／自
己省察

転職の一般化／初職の
重みの認識／価値観の
合わなさが生むストレ
ス／自分の持つ価値観
の確認

9

たどり着いたのが，自分はあまりこだわりをもっ

ていないんだというのが．今ある自分を満足でき

るというか．自分のいまの状況を受け止めれる性

格なんだなっていうのに気づくことができたん

で．そこはよかったなって思ってます．

自分はあまりこだわり

をもっていない／今あ

る自分を満足できる／

自分のいまの状況を受

け止めれる性格／気づ

くことができた

こだわりのなさ／自己
充足／自己を受容でき
る性格／気づき

とらわれからの自由さ
／ありのままの自分の
受け入れ／自己発見

執着心の低さ／自己受
容できる自分の発見

表 3-1　SCATによる2回目インタビューデータの分析
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「自分自身について」構成するサブカテゴリーのうち，

「自己分析・理解」のストーリーラインは，「就職活動中

には，自分の行動を定める思考基準を確認したり，内省

による勤労観の深まりを得ることができるため，自己像

を内省する好機になる．例えば，就職活動の中で気づい

たのは，自分の執着心の低さであり，自己受容できる自

分の発見だった．また，自分は強く明確化した就職目標

を持っているようなキャリア上昇志向高い人に対する気

後れすることを実感した．最近では友人に，進路を決め

ていく時期では思いもよらない出来事が起こることを話

していて，表現と説明の上達した自分に気づいた」と紡 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いだ． 
「自分自身について」のもう一つのサブカテゴリー「自

分への教訓」のストーリーラインは，「就職活動中に経験

する緊張による面接時のパニックは，緊張克服のための

事前準備不足によると思う．大学受験とも通じるが，ハ

ードルの上げすぎからくる精神的負担を経験したことか

ら，自分には余力を残した実力の発揮が適していること

とつながっている．実際の就職では，キャリアアップと

やりたいことの実現のためには，実力をつけるのは自分

次第であり，与えられた境遇の最大活用にかかっている」

と紡いだ． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番号 テクスト
<1>

テクスト中の
注目すべき語句

<2>
テクスト中の

語句の言いかえ

<3>
左を説明するような
テクスト外の概念

<4>
テーマ／構成概念

（前後や全体の文脈を考慮して）

10

1つもらうと、もうここでいいやみたいな．今に

満足しちゃうっていうところにつながるんですけ

ど．内定1つもらったら、そこまでの、そこに至

るまでのやる気と比べると落ちちゃったなという

のがあるんで．そこに、自分の長所であり欠点で

あるという、その1つもらったことで高みを目指

せなくなくなる、というのはあかんかったなっ

て、就活を通して思います．

もうここでいいや／内

定1つもらったら、そこ

までの、そこに至るま

でのやる気と比べると

落ちちゃったなという

のがあるんで／そこに

至るまでのやる気と比

べると落ちちゃった／

自分の長所であり欠点

である／1つもらったこ

とで高みを目指せなく

なくなる

満足／内定獲得による

就活継続の意欲低下／
長所と短所は同じもの

／1社の内定獲得で就活

終了

達成感がもたらす意欲

低下／表裏一体の長所

と短所

現状への満足感が招く

達成意欲の冷却／長所

と短所は一体

11

もともと，明確にそこに行きたいていう目標もな

く，働いて死なんかったらそれでいい，みたいな

感覚だったんで．就活に対する考え方も．そこで

すごくモチベーション高く，ここに行きたい，こ

ういうキャリア積んで，みたいな目標を持ってる

人を見ると，冷めちゃうというか．ちょっと，熱

い人を見るとしんどくなる部分が昔からあるん

で．そこは就活を通して見えたところで．

明確にそこに行きたい
ていう目標もなく／こ
こに行きたい，こうい
うキャリア積んで，み
たいな目標を持ってる
人を見ると，冷めちゃ
う／熱い人を見るとし
んどくなる

そこに就職したいとい
う明確な目標／目標と
するキャリアパスを
はっきり持つ人へのし
らけ／意欲高い人への
気後れ

強い志望理由／意識高
い人への違和感／熱心
さへの興ざめ

強く明確化した就職目
標／キャリア上昇志向
高い人に対する気後れ

12

大学受験の時，勉強のしんどさから途中で成績が

伸びなくなってしまったんで．逆に高い目標を持

ちすぎて，心とか病んでしんどい時期があったん

で．そういう経験もあって，これしかあかんって

自分の中で決めてしまって，すごくしんどくなっ

ちゃうんで，ある程度，7／8割の力で認めてくれ

る，発揮できるところがあればそこでいいのな

かって．

高い目標を持ちすぎて

／心とか病んでしんど

い時期があった／ある

程度，7／8割の力で認

めてくれる，発揮でき

るところがあればそこ

でいい

高すぎる目標設定／精
神的な苦痛／7～8割の

実力発揮

上げすぎたハードルに
よるつらさ／ほどほど
に頑張る

ハードルの上げすぎか
らくる精神的負担／余
力を残した実力の発揮

13

本当に，どこの企業に行こうが，トップに行けば

自分のやりたいことができるだろうし，自分がど

れだけそこで自分の力を伸ばせるかどうかだと思

うんで，入る企業も頑張り次第だと思ったんです

けど，いま内々定もらったところでも，ステップ

アップしていけば，今やりたいと思ってる仕事に

も就けると思うんで．今は与えられたもので勝負

していくのがいいのかなって思ってます．

どこの企業に行こう

が，トップに行けば自

分のやりたいことがで

きる／自分がどれだけ

そこで自分の力を伸ば

せるかどうか／頑張り

次第／今は与えられた

もので勝負していくの

がいい

どの企業でも上の立場
に就けばやりたいこと
ができる／自分の実力
をどれだけ伸ばすかが
重要／自分次第／今の
条件で勝負する良さ

役職昇進と裁量拡大／
成長は自分次第／与え
られた環境の活用

キャリアアップとやり
たいことの実現／実力
をつけるのは自分次第
／与えられた境遇の最
大活用

14

面接となると緊張感にやられてしまって．自分の

話したいことが離せないことが最近受けたところ

でもあったので．受けてるときにもうあかんなっ

て自分に気づいてしまって．何を話したのか記憶

もなく，うわーってなってしまったことはあった

ので．自分の分析が足りてなかったと思いまし

た．緊張をコントロールする練習をしとけばよ

かったなと思います．

面接となると緊張感に

やられてしまって／何

を話したのか記憶もな

く／うわーってなって

しまった／自分の分析

が足りてなかった／緊

張をコントロールする

練習をしとけばよかっ

た

面接の強い緊張感／何
を話したか覚えていな
い／混乱状態／分析不
足／緊張をコントロー
ルする練習の不足

緊張感による圧倒／頭
が真っ白状態／混乱／
シミュレーションの必
要性／緊張のコーピン
グスキル不足

緊張による面接時のパ
ニック／緊張克服のた
めの事前準備不足

15

不安を抱えがちな友人から就活も含めていろんな

話を聞く中で，考え方が大人だねって言われるよ

うになって．今まで自分，そんなこと感じたこと

なかったんですけど．

不安を抱えがちな友人

／考え方が大人／今ま

で自分，そんなこと感

じたことなかった

よく不安を持つ友人／
大人の考え方／今まで
感じたことのない自分
の側面

不安傾向を持つ友人／
分別のある人／新たな
自己像

不安傾向の友人／分別
ある成長した自分の新
たな面

16

就活を通じて，やっぱり，就活なのか受験期を通

してなのか，人生何が起こるのかわからない的な

ことを話してると，自分の考えを伝えるのがうま

くなったのかなとは思います．

就活なのか受験期を通

してなのか／人生何が

起こるのかわからない

／自分の考えを伝える

のがうまくなった

就職活動や大学受験を
通して／予測できない
人生の出来事／自己表
現力の向上

進路を選択する時期／
予想外の出来事／説明
能力の上達

進路を決めていく時期
／思いもよらない出来
事／表現と説明の上達

17 自分が必要とされている企業に行きたいというの

が，就活を通して大きく感じたところです．

自分が必要とされてい

る企業に行きたい
求められている企業へ
の就職

自分に対する需要
必要な人材として受け
入れられる就職

表 3-2　SCATによる2回目インタビューデータの分析
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以上のストーリーラインより，理論記述を行った（表 
4，5）．SCAT における理論記述の理論とは，ストーリー

ラインからどのような知見が得られるかを考え，その知

見を一般性，統一性，予測性などを有する記述形式で表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記したものである[8]．すなわち，ここでの理論記述とは，

普遍的で一般的に通用する原理のようなものではなく，

「このテクストの分析によって言えること」を指す[7] [8]． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

カテゴリー サブカテゴリー 理論記述

目指したいあり方

・満足して働ける就職には，就活の中間点としての内定獲得を実現しつつ，
　価値観と合う就職を追求することが必要である．
・偶然的に進行する就職活動では，早い内定獲得に執着せず，自分として
　できる最善に取り組むことが重要である．
・内定を獲得した際は，その企業の業界内での順位と，より上位の企業への
　志望意向とを考慮しながら，志望度と企業順位の一致を図る．

活動の方法

・オンライン化就活では自宅から参加可能で距離によらない利点があり，
　学生は実地での従来型就活にはない新しいメリットを実感している．
・実際の選考では，足きりにあわないための対策に加えて，印象のよい
　会話やうまく話すためのスキル不足を克服する練習が必要である．

業界について

・人の笑顔をつくる食事と健やかな生活が人の幸せに直結すると考えている
　ことが，食関連業界への志望理由である．
・食べ物を大事に扱う姿勢は，食品ロス問題への強い関心や食品廃棄の解決
　への興味を高める．

表 4　1回目インタビューデータから得られたカテゴリーごとの理論記述

就職活動について

カテゴリー サブカテゴリー 理論記述

目指したいあり方

・企業研究など職業理解が進むことで，職業人としての自己像や，
　仕事の中で何をやりがいとしたいのかが明確になる．
・初職の重みの認識は，転職が一般化しても同じである．自分と就職先の
　価値観の合わなさによるストレスを回避するためには，自分の持つ価値観
　を確認することが必要である．
・学生は，企業から必要な人材として受け入れられる就職を望む．

活動の方法
・就活戦術としての内定キープは，気持ちのゆとりを生む一方で，
　現状への満足感から達成意欲の冷却も発生する．ゆえに，内定を
　確保することの長所と短所は表裏一体である．

業界について

・多忙サービス業としての飲食業は，アルバイトからは業界内部の実態が
　見えない不安や，社員の強い労働負担強の印象が就活生にとってのネック
　である．
・スーパー業界は，食の仕事に就けるという魅力がある一方，大事な食べ物
　を捨てる不合理な仕事という側面を持つ．
・ドラッグストア業界は，アルバイト経験が慣れという経験値を上げる実習
　になることから，この業界への就職は現実的に捉えられる．

自分への教訓

・就職活動中に経験する緊張による面接時のパニックは，緊張克服のための
　事前準備不足が原因である．
・大学受験とも通じるが，ハードルの上げすぎからくる精神的負担の経験
　から，余力を残した実力の発揮が自分には適していると気づいた．
・就職では，キャリアアップとやりたいことを実現するために必要な実力を
　獲得するのは自分次第であり，そのためには与えられた境遇を最大限に
　活用することである．

自己分析・理解

・就職活動は，自分の行動を定める思考基準の確認や，勤労観の深化と
　いった自己像を内省する好機である．
・就職活動中に，自分の執着心の低さや，自己受容できる自分を発見する
　ことがある．
・非常に明確化した就職目標を持っているような，キャリア上昇志向の強い
　人に対する気後れする学生もいる．
・友人に，進路を決めていく時期で想定外の出来事が起こることを話す
　ことで，表現や説明が上達したことに気づく．

表 5　2回目インタビューデータから得られたカテゴリーごとの理論記述

就職活動について

自分自身について
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4. 考察 
 

まず，「就職活動について」については，「目指したい

あり方」として，就職活動の初期段階では自分の価値観

や志望度と志望企業との一致を目指すことに意識が向い

ていたが，活動の進展を経て，職業人としての自己像や

仕事の中でのやりがいに関する意識を持つようになった

ことがわかる．このことは，就職活動の経験を通じて職

業理解と自己理解の両方が深まったことによるものと思

われる．また，内定を獲得することについての意識から，

初職の重みについてや，転職，仕事の上で抱えるストレ

スなど，就職後の働き方に向けた意識が芽生えているこ

ともうかがえる．これより，内定獲得という一時点の出

来事についての意識から，就職後の中長期的なキャリア

形成を考えていく視点を持つように変化したことが推察

される． 
また，「活動の方法」については，まずは内定を獲得す

ることで心理的な安心感を持つことの重要性は，1 回目

と 2 回目で共通して認識しているが，実際に内定を獲得

した後には，その内定をキープすることの功罪について

気付いたことが読み取れる．これは，安心感を得られる

反面，より選考難易度の高い企業に受験するために就職

活動を継続する意欲が減退するということを意味してい

る．就職活動に関する不安の先行研究では，不安が高い

ほど就職活動が多く行われるという指摘[9]と，不安が高

まると活動量が低下するという指摘[10]の両方がある．こ

の違いについて，松田他[10]は，Blustein & Phillips[9]におけ

る不安はすでに活動が行われている時点のものであるの

に対し，松田他[10]では活動前から活動初期における不安

を扱っており，不安が経験される時点が異なるためであ

ると指摘している．本研究では，不安の軽減が活動量を

低下させたと考えられるが，ここでの不安は就職活動の

中盤以降の時点であるといえる．不安を経験する時点の

違いによって，不安が就職活動の取り組みに異なる影響

を与えることが，本研究の結果からも示唆される． 
次に，「業界について」では，初期段階では食関連の企

業に志望していることが見られたが，2 回目のインタビ

ューでは，食関連業界への就職に関する不安材料が見い

だされ，他方でスーパーやドラッグストアといった他の

業界との比較も行われていることがわかる．就職活動を

経験する中で，業界に対する理解の広がりや，志望する

業界の吟味が進んだことが見て取れる． 
加えて，「自分自身について」のカテゴリーは，2 回目

のインタビューデータから抽出されたものである．1 回

目インタビューからは上述の「目指したいあり方」にお

いて，価値観という言葉の上で自分自身を語っていると

も言える箇所があるものの，自分自身について多く語っ

てはいない．これより，就職活動の経験を重ねる中で，

自分自身についての思考や認識が深まったということが

できるだろう． 
「自分への教訓」のサブカテゴリーについて，本研究

では，面接時の緊張を克服するための準備という就職活

動上の対策が必要であったことに加え，大学受験という

過去の体験と関連させながら，精神的負担に対する自分

のキャパシティについての気づきや，与えられた境遇を

最大限活用することで，望むようなキャリア形成が達成

可能になるという気づきが得られていることが示された．

浦上[1]では，このカテゴリーは「自分自身や自分の行動な

どについての指針となるような気づき」とされている．

本研究でもこれと同様の気づきが得られているといえる

だろう．また，浦上[1]は，「自分への教訓」自体が自己指

導的なものであり，その後の生活における指針としての

影響を強く持つと指摘している．本研究では，生活とい

うよりは，実際に職に就いてからのキャリアを歩む上で

支えとなり，キャリア発達を促進させるような指針を得

ていることが特徴的である． 
また，「自己分析・理解」のサブカテゴリーについては，

就職活動の経験によって，自己の行動基準の確認や，自

己像についての内省が行われることを示している．さら

には，今まで気づかなかった自分の新たな面を発見し，

かつそれを前向きに受け入れるということが示された．

西村・種市[4]は，就職活動の活動期の回顧的インタビュー

データから，「自分の発見と受容」というカテゴリーを抽

出し，長所の発見と弱点の受容という二つの概念を示し

ている．ここでの弱点の受容とは，発見した短所を受け

入れようという姿勢を指している[4]．本研究では，短所の

受容というよりは，ありのままの自分らしさというもの

に気づき，そしてそれを肯定的に受け入れている姿を表

しているものと推察される．また，髙橋・岡田[3]は，自己

への理解が深まり自己を肯定的に受け入れている学生は，

入社前の就職準備行動や大学生活充実促進行動を積極的

に行う傾向があると指摘している．これを踏まえると，

就職活動を経験する中で進む自己理解や自己受容の変化

は，学生の自己成長を促し，就職先の確保のみならず，

卒業までの残された大学生活を充実させたり，就職後の

キャリア発達を促すために肯定的に作用する要因である

といえるだろう． 
 
5. まとめ 

 
就職活動を経験する中で，就職先の確保という視点か

ら，就職後の中長期的キャリアの歩みについての視点を

持つようになること，内省を通じて自己理解が深まるこ

とを通じて，ありのままの自分を受容できるようになる

こと，に気づくという変化が生じたことが示された．こ

れは，大学生の進路決定のプロセスにおいて，自らの過

去や未来に対する捉え直しが行われるとする指摘[11]と

通じるものであるといえ，かつ自分の新しい側面に気づ

きそれを受け入れるという，現在の自分の捉え直しも行

われているといえるだろう．このことは，職業能力開発

施設や高等教育機関における職業指導およびキャリア支

援を実践する際に，過去に蓄積されてきた知見に加えて，

一事例として参照することができるものと思われる． 
 今回の調査は事例的検討であることの限界がある．今
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後，異なる就職活動経験を持つ学生を対象とした研究を

蓄積する必要がある．就職活動から中長期的なキャリア

発達を見すえたキャリア教育・支援の構築に向けて，こ

のような研究を重ねていく必要があるだろう． 
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